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市指定無形民俗文化財「南沢獅
子舞」が、南沢の秋祭りで４年
ぶりに演じられました

会
員
募
集

　

◆
話
し
方
の
学
習
（
東
久

留
米
話
し
方
ク
ラ
ブ
）　

毎

月
第
２
・
第
４
火
曜
日
の
午

後
７
時
～
９
時
、
中
央
公
民

館
ほ
か
で
。
入
会
金
１
０
０

０
円
、
会
費
月
１
５
０
０
円
。

話
し
方
の
基
本
を
学
び
ま
せ

ん
か
。
初
回
は
無
料
体
験
可
。

詳
し
く
は
土
屋
緯
４
７
５
・

４
９
２
３
へ
。

　

◆
東
久
留
米
バ
ー
ド
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
の
会　

毎
月
１
回
、

市
内
お
よ
び
近
く
の
探
鳥
地

へ
日
帰
り
。
会
費
年
１
２
０

０
円
。
余
暇
の
楽
し
み
に
、

自
然
環
境
学
習
に
も
最
適
。

初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
森

緯
４
７
５
・
９
０
６
０
へ
。

　

◆
東
久
留
米
リ
コ
ー
ダ
ー

ア
ン
サ
ン
ブ
ル「
ク
ッ
ク
ー
」

　

毎
週
水
曜
日
の
午
後
７
時

～
９
時
、
中
央
公
民
館
で
。

会
費
月
３
０
０
０
円
。
見
学

自
由
。
詳
し
く
は
篠
宮
緯
４

７
３
・
４
９
４
３
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
東
久
留

米
ダ
ン
ス
楽
踊
会
）　

毎
週

月
曜
日
の
午
後
６
時
～
８
時

半
、
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費

月
３
０
０
０
円
。
ダ
ン
ス
の

好
き
な
方
。
見
学
歓
迎
。
詳

し
く
は
菅
原
緯
０
９
０
・
２

２
１
８
・
４
６
３
６
へ
。

　

◆
墨
華
書
道
会　

月
２
回
、

木
曜
日
の
午
後
１
時
～
３
時
、

中
央
公
民
館
で
。
会
費
月
３

０
０
０
円
。
詳
し
く
は
鈴
木

緯
４
２
２
・
７
８
０
４
へ
。

　

◆
ひ
が
し
く
る
め
手
打
ち

う
ど
ん
の
会　

月
各
１
回
、

①
土
曜
日
が
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
②
日
曜
日
が
東
部
地
域

セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
１
回
８

０
０
円（
材
料
費
）。　

月
は

１１

７
日
（
土
）、
８
日
（
日
）
の

い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
。

詳
し
く
は
長
嶋
緯
４
７
３
・

９
１
１
９
へ
。

　

◆
混
声
合
唱
団
（
東
京
ブ

ル
ー
メ
ン
・
コ
ー
ア
・
ア
カ

デ
ミ
ー
）　

毎
週
日
曜
日
の

午
後
２
時
～
４
時
、
久
留
米

中
学
校
で
。
会
費
月
５
０
０

０
円
。
発
声
か
ら
練
習
し
て

い
ま
す
。
初
心
者
歓
迎
。
詳

し
く
は
佐
藤
緯
４
６
４
・
７

５
３
３
へ
。

　

◆
金
曜
ヨ
ー
ガ
の
会　

毎

週
金
曜
日
の
午
後
８
時
か
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本

町
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
３
５
０
０
円
。
女
性

歓
迎
。
詳
し
く
は
冨
岡
緯
４

７
１
・
１
８
６
３
へ
。

　

◆
長
唄
・
三
味
線
（
竹
由

喜
〈
た
け
ゆ
き
〉
会
）　

毎
週

水
曜
日
の
午
後
１
時
～
３
時
、

新
座
市
西
堀
新
堀
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
新
座
市
新

堀
一
丁
目
）
で
。
入
会
金
１

０
０
０
円
、
会
費
月
３
０
０

０
円
。
三
味
線
貸
与
あ
り
。

詳
し
く
は
水
落（
み
ぞ
お
ち
）

緯
４
７
３
・
９
３
２
９
へ
。

　

◆
韓
国
語
教
室　

毎
月
第

１
～
第
３
水
曜
日
の
午
前　
１０

時
半
～　

時
半
、
大
門
町
一

１１

丁
目
で
。
会
費
１
回
５
０
０

円（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）。
入

門
～
初
級
。
ほ
か
に
文
化
、

韓
流
ド
ラ
マ
等
で
楽
し
く
学

べ
ま
す
。
見
学
自
由
。
詳
し

く
は
木
下
緯
４
７
５
・
２
０

６
４
へ
。

　

◆
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ
さ
ん
の
英
会

話
サ
ー
ク
ル　

毎
週
土
曜
日

の
午
前
９
時
半
か
ら
が
中
級
、

　

時　

分
か
ら
が
初
級
（
各

１０

５０

　

分
間
）、
中
央
公
民
館
ほ

７０か
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
４
０
０
０
円
。
中
級

は
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
、
初

級
は
基
礎
。
見
学
可
（
１
回

５
０
０
円
）。
詳
し
く
は
小

森
緯
４
７
３
・
７
５
９
２
へ
。

　

◆
ラ
ジ
オ
体
操
、
中
国
健

康
体
操
、
連
功
十
八
法
ほ
か

（
東
久
留
米
市
ラ
ジ
オ
体
操

連
盟
）　

毎
日
午
前
６
時　
１０

分
か
ら
（
会
場
に
よ
り
午
前

７
時
か
ら
、
９
時
か
ら
も
あ

り
）、
滝
山
公
園
ほ
か
市
内

８
会
場
で
。
会
費
年
１
２
０

０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
体
験

入
会
あ
り
。
詳
し
く
は
對
馬

（
つ
し
ま
）
緯
４
７
１
・
５

７
４
２
へ
。

　

◆
混
声
合
唱
団
グ
レ
イ
ス

　

月
３
回
、
木
曜
日
の
午
後
、

東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費

月
２
０
０
０
円
。
高
齢
者
が

多
い
の
で
、
高
齢
者
・
未
経

験
者
も
安
心
。
若
い
方
・
男

性
歓
迎
。
詳
し
く
は
磯
島
緯

４
７
４
・
２
５
５
８
へ
。

催

し

　

◆
さ
ん
ぽ
＆
自
然
観
察　

南
沢
の
秋
に
あ
そ
ぶ
（
さ
ん

ぽ
＆
自
然
観
察
の
会
）　　
１１

月　

日
（
金
）
午
前
９
時
半

２０
に
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば

集
合
～
正
午
、
参
加
費
３
０

０
円
（
資
料
代
、
保
険
料
含

む
）。
晩
秋
の
南
沢
で
湧
き

水
や
草
木
の
実
、
紅
葉
な
ど

を
ゆ
っ
く
り
観
察
し
ま
す
。

要
申
し
込
み
。
筆
記
用
具
を

持
参
。
小
雨
実
施
。
申
し
込

み
と
詳
し
く
は
横
田
緯
４
７

３
・
５
９
９
７
へ
。

　

◆
第
４
回
ア
ル
コ
ー
ル
問

題
セ
ミ
ナ
ー
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

仲
間
と
共
に
歩
む
会
）　　
１１

月　

日
（
火
）
午
前　

時
～

１７

１０

午
後
４
時
、
市
役
所
７
階
７

０
１
会
議
室
で
。
参
加
費
無

料
。
詳
し
く
は
宮
川
緯
４
７

９
・
４
５
３
３
へ
。

　

◆「
ラ
イ
ツ
と
ツ
ァ
イ
ス
」

＆
初
心
者
向
け
カ
メ
ラ
教
室

（
多
摩
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
メ
ラ

同
好
会
）　　

月　

日
（
日
）

１１

２２

午
前
９
時
半
～
正
午
、
中
央

公
民
館
集
会
学
習
室
３
で
。

参
加
費
無
料
。
機
材
ま
た
は

カ
メ
ラ
、
プ
リ
ン
ト
等
持
参
。

詳
し
く
は
𠮷
田
緯
４
７
６
・

０
７
９
６
へ
。

　

◆
和
服
か
ら
種
々
の
洋
服

展
示
会（
ア
ト
リ
エ
森
）　　
１１

月　

日
（
水
）
～　

日
（
金
）

１１

１３

午
前　

時
～
午
後
５
時
（
た

１０

だ
し　

日
は
午
後
２
時
か
ら
、

１１

　

日
は
午
後
４
時
ま
で
）、

１３東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
２
階
会

議
室
で
。
入
場
料
無
料
。
江

戸
褄
か
ら
ド
レ
ス
、
大
島
紬

か
ら
パ
ン
タ
ロ
ン
ス
ー
ツ
、

絞
り
か
ら
等
。
詳
し
く
は
森

緯
４
７
３
・
８
３
１
１
へ
。

　

◆
ラ
・
ム
シ
カ
・
サ
ブ
ロ
ー

サ
ラ
イ
ブ
（
ラ
・
ム
シ
カ
・

サ
ブ
ロ
ー
サ
）　　

月
７
日

１１

（
土
）
午
後
７
時
開
演
（
午

後
６
時
半
開
場
）、
コ
ー
ル

田
無
多
目
的
ホ
ー
ル
（
西
武

新
宿
線
田
無
駅
北
口
か
ら
徒

歩
５
分
）
で
。
入
場
料
無
料
。

さ
ま
ざ
ま
な
曲
を
ラ
テ
ン
ア

レ
ン
ジ
で
演
奏
し
ま
す
。
詳

し
く
は
磧
谷
（
せ
き
や
）
緯

４
７
６
・
８
７
３
７
へ
。

　

◆
家
事
家
計
講
習
会
（
武

蔵
野
友
の
会
）　

①　

月
６

１１

日
（
金
）
が
男
女
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー
②　

月　

日（
火
）

１１

１０

が
新
座
市
立
栗
原
公
民
館

（
新
座
市
栗
原
三
丁
目
）
③

　

月　

日
（
火
）
が
東
部
地

１１

１７

域
セ
ン
タ
ー
で
、
い
ず
れ
も

午
前　

時
～　

時
半
。
資
料

１０

１１

代
３
０
０
円
。
保
育
あ
り

（
要
予
約
。
１
５
０
円
）。

詳
し
く
は
①
が
佐
藤
緯
４
７

３
・
２
４
０
９
、
②
③
が
小

沢
緯
４
７
６
・
０
５
５
５
へ
。

　

◆
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
孫
育

て
講
座
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ

ウ
ス
Ｒ
Ｅ
Ｎ
〈
レ
ン
〉）　　
１１

月　

日
か
ら
毎
週
金
曜
日
の

１３
午
前　

時
～
正
午
、
コ
ミ
ュ

１０

ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
Ｒ
Ｅ
Ｎ
（
滝

山
六
丁
目
）
で
。
全
６
回
。

参
加
費
１
回
６
０
０
円
（
お

や
つ
付
き
）。
詳
し
く
は
同

団
体
・
金
丸
（
か
な
ま
る
）

緯
４
７
５
・
８
３
６
８
へ
。

　

◆
講
演
会
「
７
カ
国
語
で

話
そ
う
」（
言
語
交
流
研
究
所

ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ

東
久
留
米
）　　

月　

日

１１

１３

（
金
）
午
前　

時
～
正
午
、

１０

成
美
教
育
文
化
会
館
大
研
修

室
で
。
参
加
費
無
料
。
保
育

あ
り（
要
予
約
）。
人
に
も
こ

と
ば
に
も
壁
を
つ
く
ら
な
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
に

つ
い
て
。
詳
し
く
は
平
澤
緯

０
８
０
・
３
４
８
３
・
８
２

５
９
へ
。

　

◆
家
事
家
計
講
習
会
（
東

京
第
一
友
の
会　

南
沢
方

面
）　　

月　

日
（
土
）
午
前

１１

２１

　

時
か
ら
、
自
由
学
園
幼
児

１０生
活
団
幼
稚
園
で
。
参
加
費

３
０
０
円（
資
料
代
）。
保
育

あ
り（
要
予
約
。
２
０
０
円
）。

「
丁
寧
な
暮
ら
し　

き
っ
と

見
つ
か
る
初
め
の
一
歩
」。

詳
し
く
は
藤
岡
緯
４
２
１
・

７
９
７
１
へ
（
夜
間
）。
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火
災
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を

願
っ
て
、
東
久
留
米
消
防
署
が
募

集
し
た
「
防
火
ポ
ス
タ
ー
」
の
入

賞
作
品
が
応
募
総
数　

点
の
中
か

７４ら
決
ま
り
ま

し
た
。
入
賞

作
品
お
よ
び

市
内
の
幼
稚

園
児
が
描
い

た
消
防
自
動

車
の
絵
を
、

　

月
９
日

１１（
月
）
正
午

燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位

置
で
使
用
す
る
③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な

ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必

ず
火
を
消
す

　

☆
４
つ
の
対
策
＝
①
逃
げ
遅
れ

を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
す
る
②
寝
具
、
衣
類

お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す

る
③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
④
高
齢
者
や
体
の
不
自
由

な
方
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る

～　

日
（
日
）
正
午
の
間
、
市
役

１５
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
で
展
示
し
ま

す
。
ま
た
、
今
回
最
優
秀
作
品
に

選
ば
れ
た
丹
間
直
輝
さ
ん
の
作
品

は
、
火
災
予
防
運
動
の
ポ
ス
タ
ー

と
し
て
、
市
内
事
業
所
や
自
治
会

等
に
配
布
、
掲
示
し
ま
す
。

　
【
最
優
秀
賞
】
丹
間
直
輝
（
下
里

中
学
校
３
年
）

　
【
災
害
防
止
協
会
会
長
特
別
賞
】

石
井
希
恵
（
第
三
小
学
校
６
年
）

▽
奈
須
川
佑
樹
（
下
里
中
学
校
３

年
）
▽
中
田
つ
ぼ
み
（
同
校
３

年
）

　
【
優
秀
賞
】
須
賀
明
日
香
（
第
三

小
学
校
６
年
）
▽
村
田
遥
菜
（
下

里
中
学
校
３
年
）▽
山
崎
良
太（
同

校
３
年
）
▽
荻
野
由
衣
（
同
校
２

年
）
▽
橋
本
つ
ぶ
ら
（
同
校
２
年
）

▽
松
本
美
菜
子
（
同
校
２
年
）

　
【
佳
作
】
横
山
佳
代
（
第
九
小
学

校
６
年
）
▽
松
山
智
架
（
第
三
小

学
校
４
年
）
▽
鈴
木
香
純
（
下
里

中
学
校
３
年
）
▽
岩
崎
香
苗
（
同

校
３
年
）
▽
藤
下
瞬
（
同
校
３
年
）

▽
島
山
実
（
同
校
２
年
）
▽
赤
池

悠
里
（
同
校
２
年
）
▽
佐
藤
大
哉

（
同
校
１
年
）
▽
小
林
力
（
同
校

１
年
）
▽
向
井
明
光
（
同
校
１
年
）

（
敬
称
略
）

日
ご
ろ
か
ら
訓
練
を

　

い
ざ
火
災
が
起
き
る
と
、
慌
て

て
し
ま
い
何
も
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
日
ご
ろ
か
ら
自
治
会
や
事
業

所
で
行
う
訓
練
に
積
極
的
に
参
加

し
ま
し
ょ
う

高
齢
者
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

　

火
災
で
亡
く
な
る
半
数
以
上
は

災
害
弱
者
と
言
わ
れ
る
高
齢
者

（　

歳
以
上
）
で
す
。
そ
こ
で
、

６５
①
高
齢
者
の
部
屋
は
、
一
方
向
だ

け
で
な
く
二
方
向
に
避
難
で
き
る

よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
②
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
隣
近
所
の

方
が
気
を
付
け
て
あ
げ
る
こ
と
が

大
切
で
す

放
火
に
ご
注
意

　

放
火
や
放
火
の
疑
い
に
よ
る
火

災
が
、
出
火
原
因
の
上
位
を
占
め

て
い
ま
す
。
家
の
周
り
に
は
燃
え

②
つ
な
が
り

　

市
民
同
士
の
つ
な
が
り
、
市
民

と
地
域
の
つ
な
が
り
、
そ
し
て
地

域
と
地
域
の
つ
な
が
り
な
ど
、
触

れ
合
い
、
互
い
に
支
え
合
い
、
助

け
合
う
「
み
ん
な
の
力
」
が
ま
ち

づ
く
り
の
土
台
と
な
っ
て
、「
東

久
留
米
を
い
い
ま
ち
に
し
よ
う
」

「
み
ん
な
が
明
る
く
元
気
な
ま
ち

に
し
よ
う
」
と
い
う
相
互
理
解
、

共
同
・
協
働
の
取
り
組
み
、
行
政

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
地
域

連
携
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す

③
活
力

　

市
内
で
の
買
い
物
や
余
暇
の
充

実
、
ス
ポ
ー
ツ
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
等
の
充
実
に
よ
る
憩
い
と
夢

が
感
じ
ら
れ
、
事
業
所
の
集
積
や

文
化
の
創
出
等
に
よ
る
に
ぎ
わ
い

と
活
気
を
生
み
出
す
こ
と
に
よ
り
、

人
々
が
訪
れ
、
魅
力
的
で
、
活
気

と
活
力
の
あ
る
ま
ち
と
な
り
ま
す

ま

ち

づ

く

り 

の

基

本

理

念

●
「
み
ん
な
が
主
役
の
ま
ち
づ
く

り
」

　

人
を
大
切
に
し
、
み
ん
な
が
輝

き
、
互
い
に
支
え
合
う
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
の
将

来
に
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
、
持

続
可
能
な
市
の
運
営
の
一
翼
を

担
っ
て
「
み
ん
な
が
主
役
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
進
め
ま
す
。

　

市
で
は
、　

年
度
か
ら　

年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
第
４
次
長

２３

１０

期
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
広
く
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
ご
意
見
を
伺
う
た
め
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
審
議
会

会
長
と
の
意
見
交
換
会
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
頂
い
た
ご
意
見
等
を
踏
ま
え
て
議
論
が
行
わ
れ
、

東
久
留
米
市
長
期
総
合
計
画
基
本
構
想
審
議
会
か
ら
「
ま
ち
の
将

来
像
」「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
」「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
」

「
基
本
構
想
実
現
の
た
め
に
」
に
つ
い
て
中
間
の
答
申
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
企
画
調
整
課
緯
４
７
０
・
７
７
０
２
へ
。

　
　

月
９
日
（
月
）
～　

１１

１５

日
（
日
）
の
一
週
間
、
全

国
一
斉
に
「
秋
の
火
災
予

防
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
の

ご
家
庭
で
も
防
火
に
つ
い

て
の
話
し
合
い
を
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

詳
し
く
は
東
久
留
米
消

防
署
予
防
課
指
導
調
査
係

緯
４
７
１
・
０
１
１
９
へ
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
日
ご
ろ
の

趣
味
活
動
で
創
作
し
た
作
品
を
展

示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
【
対
象
】市
内
在
住
で　

歳
以
上

６０

や
す
い
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

住
宅
防
火　

い
の
ち
を

守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

《
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
》

　

☆
３
つ
の
習
慣
＝
①
寝
た
ば
こ

は
絶
対
や
め
る
②
ス
ト
ー
ブ
は
、

○
長
期
総
合
計
画
の
体
系
・

役
割

　

長
期
総
合
計
画
は
、
地
方
自

治
法
に
基
づ
き
、
市
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
を
定

め
る
計
画
で
あ
り
、
３
段
階
の

構
想
・
計
画
（
基
本
構
想
、
基

本
計
画
、実
施
計
画
）で
体
系
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
番
上
位

に
あ
る
基
本
構
想
は
、
ま
ち
の

将
来
像
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
、ま
ち
の
基
本
目
標
、ま
ち

づ
く
り
の
基
本
的
な
施
策
、
基

本
構
想
実
現
の
た
め
に
、
の
５

層
で
体
系
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
計
画
期
間

　
　

年
度
～　

年
度
の　

年
間

２３

３２

１０

で
す
。

○
中
間
答
申

　

中
間
答
申
で
は
、
基
本
構
想

の
中
の
ま
ち
の
将
来
像
、
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
理
念
、
ま
ち
の

基
本
目
標
、
基
本
構
想
実
現
の

た
め
に
、
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

長期総合計画の体系・役割
【総合計画の構成】 【基本構想の構成】

まちの将来像

基本的な施策

基本構想基本構想基本構想
目指すべき将来
都市像を定める計画
目指すべき将来
都市像を定める計画
目指すべき将来
都市像を定める計画

基本計画基本計画基本計画
基本構想で示された都市像を実現する
ため、施策の基本的方向性を定める計画
基本構想で示された都市像を実現する
ため、施策の基本的方向性を定める計画
基本構想で示された都市像を実現する
ため、施策の基本的方向性を定める計画

実施計画実施計画実施計画
基本計画で定めた施策に基づく
具体的な事業を定める計画
基本計画で定めた施策に基づく
具体的な事業を定める計画
基本計画で定めた施策に基づく
具体的な事業を定める計画

まちづくりの
基本理念
まちづくりの
基本目標

基本構想実現
のために

１０年後に実現したい、今後目指
すべきまちの姿
将来像を実現するための、まちづ
くりの基本的な考え方、方針
基本理念を踏まえた、それぞれの
施策の方向性と体系
まちづくりの基本目標を達成する
ための施策の大綱
市民と共に将来都市像を実現す
る役割を担う行政運営のあり方

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標

●
「
に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
」

　

自
立
し
た
市
政
を
継
続
し
、
市

民
が
豊
か
な
都
市
生
活
を
送
れ
る

よ
う
、
市
内
で
交
流
や
、
消
費
を

楽
し
め
る
機
能
の
集
積
、
地
域
産

業
の
活
性
化
や
都
市
農
業
の
発
展

が
必
要
で
す
。
若
い
世
代
が
住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
、
元
気

な
高
齢
者
等
が
活
躍
す
る
ま
ち
、

生
活
に
活
気
の
感
じ
ら
れ
る
ま
ち

を
目
指
し
ま
す
。

●「
住
み
や
す
さ
を
感
じ
る
ま
ち
」

　

安
心
し
て
住
み
続
け
る
た
め
に

は
、
災
害
等
に
備
え
た
ま
ち
づ
く

り
が
必
要
で
す
。
避
難
所
や
避
難

経
路
等
の
整
備
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
地
域
が
助
け
合
っ
て
安

全
に
避
難
で
き
る
体
制
の
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
自
然

に
配
慮
し
な
が
ら
交
通
の
利
便
性

の
向
上
や
大
規
模
空
閑
地
の
適
切

な
活
用
を
進
め
、
住
み
や
す
い
ま

ち
を
目
指
し
ま
す
。

●
「
健
康
で
幸
せ
に
す
ご
せ
る
ま

ち
」

　

市
民
が
健
康
な
生
活
を
続
け
る

た
め
に
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
・

健
康
寿
命
延
伸
が
必
要
と
さ
れ
、

市
民
が
自
ら
の
健
康
を
自
ら
で
守

り
、
管
理
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
す
べ
て
の
市
民
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
気
軽
に
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
め
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
合
っ
た
健
や
か
で
自
分
ら
し

の
方

　
【
会
場
】
中
央
公
民
館
２
階
ロ

ビ
ー
、
第
１
・
２
集
会
学
習
室

　
【
展
示
期
間
】　

月　

日（
木
）～

１２

１７

　

日
（
日
）
正
午

２０
　
【
募
集
作
品
・
規
格
等
】
左
表
の

通
り
。
一
人
１
点
限
り
。
た
だ
し
、

電
気
配
線
を
必
要
と
す
る
作
品
は

展
示
で
き
ま
せ
ん
。
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
の
場
合
が
あ
り
ま

す
　

※
展
示
位
置
は
、
主
催
者
が
指

定
し
ま
す
。

　
【
作
品
の
搬
入
・
返
還
日
程
】
搬

入
＝　

月　

日
（
水
）
午
後
▼
返

１２

１６

還
＝　

月　

日
（
日
）
午
後

１２

２０

　

申
し
込
み
は　

月　

日
（
土
）

１１

１４

ま
で
に
（
消
印
有
効
）、
往
復
は
が

き
に
「
高
齢
者
作
品
展
参
加
」
と

明
記
し
、
作
品

の
内
容
と
大
き

さ
（
縦
・
横
・

高
さ
を
メ
ー
ト

ル
法
で
記
入
）・

住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

〒
２
０
３
儿
０
０
１
４
、
東
久
留

米
市
東
本
町　

ノ
２
、「
生
き
が

１６

い
健
康
の
会
」
事
務
局
・
山
本
喜

一
郎
あ
て
郵
送
を
。

　

詳
し
く
は
同
事
務
局
・
山
本
緯

４
７
１
・
１
３
６
３
へ
。

い
生
活
を
送
れ
る
ま
ち
を
目
指
し

ま
す
。

●
「
子
ど
も
の
未
来
と
文
化
を
育

む
ま
ち
」

　

誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
ら
れ
、
そ
し
て
子
ど
も
と

と
も
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。
児
童
・
生

徒
が
多
く
の
時
間
を
過
ご
す
学
校

に
お
い
て
、
充
実
し
た
教
育
と
経

験
の
場
と
し
て
、
地
域
全
体
で
支

え
る
し
く
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
を
通
じ
て
学
習
し
、

自
己
実
現
を
目
指
す
機
会
や
、
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
文
化
に
触
れ
、

楽
し
む
機
会
を
創
出
し
、
心
の
豊

か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。

●「
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
」

　

身
近
な
所
か
ら
、
地
球
環
境
へ

の
負
荷
を
軽
減
し
、
市
に
残
る
豊

か
な
湧
水
や
緑
地
を
い
つ
ま
で
も

守
る
た
め
、
環
境
に
や
さ
し
い
、

循
環
型
の
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

緑
あ
ふ
れ
る
都
市
景
観
を
守
り
、

育
ん
で
い
く
た
め
、
民
間
所
有
の

緑
の
保
存
・
活
用
方
法
等
の
し
く

み
に
さ
ら
に
工
夫
を
加
え
て
い
き

ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
環

境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
で
き
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き

ま
す
。

基
本
構
想
実
現
の
た
め
に

　

ま
ち
の
将
来
像
の
実
現
に
当
た

り
、
市
が
実
施
す
る
各
施
策
に
は
、

共
通
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的

な
考
え
方
や
取
り
組
み
が
あ
り
ま

す
。
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民

で
あ
り
、
性
別
や
年
齢
、
国
籍
、

障
害
の
有
無
な
ど
に
よ
っ
て
差
別

を
受
け
る
こ
と
が
な
く
、
誰
も
が

人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
と
し
た
、

人
権
の
尊
重
や
男
女
共
同
参
画
の

考
え
、
平
和
を
希
求
す
る
思
い
は

す
べ
て
の
前
提
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
行
政
か
ら
の
積
極
的
な
情

報
発
信
、
提
供
に
よ
り
相
互
理
解

を
深
め
な
が
ら
、
市
民
の
市
政
へ

の
主
体
的
な
参
加
を
促
し
、
協
働

し
て
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
て
行
政
は
、
地
方
分
権
改

革
が
推
進
さ

れ
る
中
で
、

地
域
の
特
徴

や
住
民
の

ニ
ー
ズ
等
を

尊
重
し
な
が

ら
、
優
先
度

の
高
い
事
業

を
選
択
し
、

そ
こ
に
財
源

を
集
中
さ
せ
、

厳
し
い
財
政

状
況
の
中
に

あ
っ
て
も
、

将
来
に
負
担

を
残
さ
な
い

よ
う
、
効
率

的
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
進

め
て
、
ま
ち
の
将
来
像
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す

　

中
間
答
申
を
受
け
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ

し
、
ご
意
見
な
ど
を
伺
う
た
め
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
頂
い
た
ご
意
見

は
審
議
会
に
お
い
て
参
考
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
【
中
間
答
申
の
閲
覧
場
所
】企
画

調
整
課
（
市
役
所
４
階
）、
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
（
同
２
階
）、
各
図
書

館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（　

月
２

１１

日
〈
月
〉
か
ら
）

　
【
提
出
方
法
】　

月
１

１１

日
（
日
）
～　

日
（
月
）

３０

に
（
消
印
有
効
）、
事
業

名
「
第
４
次
長
期
総
合

計
画
基
本
構
想
（
中
間

答
申
）」・
住
所
・
氏
名
・

年
代
（
例
＝　

代
）・
ご

２０

意
見
を
記
入
の
上
、
〒

２
０
３
儿
８
５
５
５
、

市
役
所
企
画
調
整
課

あ
て
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス

（
４
７
０
・
７
８
０
４
）

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
電
話
受
け
付
け
不
可
）

　

詳
し
く
は
企
画
調
整
課
緯
４
７

０
・
７
７
０
２
へ
。

基本構想　体系図

育もう！“自然　つながり　活力あるまち”　東久留米育もう！“自然　つながり　活力あるまち”　東久留米育もう！“自然　つながり　活力あるまち”　東久留米

基本構想実現のために基本構想実現のために基本構想実現のために

地球環境に
やさしいまち
地球環境に
やさしいまち
地球環境に
やさしいまち

健康で幸せに
すごせるまち
健康で幸せに
すごせるまち
健康で幸せに
すごせるまち

みんなが
主役の
まちづくり

みんなが
主役の
まちづくり

子どもの未来と
文化を育むまち
子どもの未来と
文化を育むまち
子どもの未来と
文化を育むまち

住みやすさを
感じるまち
住みやすさを
感じるまち
住みやすさを
感じるまち

にぎわいと活力
あふれるまち
にぎわいと活力
あふれるまち
にぎわいと活力
あふれるまち

　

五
穀
豊
穣
（
ご
こ
く
ほ
う

じ
ょ
う
）
や
無
病
息
災
を
祈
願

し
て
行
わ
れ
る
市
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
の
「
南
沢
獅
子
舞
」

が
、　

月　

日
に
市
内
の
南
沢

１０

１１

氷
川
神
社
と
多
聞
寺
で
４
年
ぶ

り
に
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

南
沢
獅
子
舞
は
江
戸
時
代
か

ら
旧
南
沢
村
に
伝
わ
り
、「
南

沢
獅
子
舞
連
」
の
皆
さ
ん
に

よ
っ
て
保
存
・
継
承
さ
れ
て
い

る
歴
史
あ
る
伝
統
芸
能
で
す
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
大

勢
の
皆
さ
ん
が
見
守
る
中
、
獅

子
頭
（
が
し
ら
）
を
か
ぶ
り
、

腹
に
太
鼓
を
付
け
た
３
頭
の
雄

（
お
）
獅
子
・

雌
（
め
）
獅
子

が
、
笛
や
歌
に

合
わ
せ
て
勇
壮

に
舞
い
ま
し
た
。

　

迫
力
あ
る
演

舞
が
終
わ
る
と
、

会
場
は
、
訪
れ

た
大
勢
の
皆
さ

ん
の
大
き
な
拍

手
と
歓
声
で
包

ま
れ
ま
し
た
。

【最優秀賞】

丹間直輝さんの作品

　１１月７日（土）は市立の全小・中学校の学校公開日です。学
校公開は市の教育について考える機会として、保護者をはじめ、
多くの市民の方に各学校の取り組みを参観していただきます。
　各学校の公開時間・内容等は各表の通り（左表は小学校、下
表は中学校）です。
　※公開時間は予定です。学校の案内等で再度確認の上、来校
してください。
　詳しくは指導室緯４７０・７７８１へ。

■中学校

■小学校

２頭の雄獅子（写真中、右）が雌獅子

（写真左）を奪い合う場面

「
消
え
る
ま
で　

ゆ
っ
く
り
火
の
元　

に
ら
め
っ
こ
」

（　

年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
）

２１

秋秋
のの
火火
災災
予予
防防
運運
動動
がが

始始
まま
りり
まま
すす

秋
の
火
災
予
防
運
動

秋
の
火
災
予
防
運
動
がが

始
ま
り
ま

始
ま
り
ま
すす

防
火
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
作
品
が

決
定
し
ま
し
た

展
示
作
品
を
募
集
し
ま
す

第１９回いきいき高齢者作品展規格
内　容種　目

各種フラワー・藤工芸・木目込み人形（いずれも
５０cm×５０cm以内）、和紙千切り絵（１０号以内）、和
紙工芸、手縫いネクタイ、革工芸、手編み、紙粘
土、押し花絵（１０号以内）、七宝焼き、パッチワー
ク、和裁、洋裁、など

手工芸

４０cm×４０cm以内陶　芸
縦４０cm×横４０cm×高さ７０cm以内彫　刻
油絵・水彩・デッサン・版画（いずれも１０号まで）、
日本画、水墨画美　術

パネル（額付き全紙以内）写　真
半切・茶掛け（裏打ち以上）、掛け軸（条幅以内）、
額（５０cm×９０cm以内で釈文をつける）　※すべて
風鎮なし

書道・ペン習字

色紙または短冊短歌・俳句・俳画
絵手紙、てん刻、カリグラフィーなどその他

高
齢
者
作
品
展

公開時間・内容等
学校名
電話番号

午前８時５０分～午後２時２０分
午前・午後＝授業参観

久留米中学校
４７１・００３０

午前８時４５分～午後２時１５分
午前・午後＝授業参観

東中学校
４７１・２７６５

午前８時３５分～午後３時半
午前＝授業参観、午後＝ロードレース大会

西中学校
４７１・４４００

午前８時５０分～午後４時
午前＝授業参観、５校時＝道徳授業地区公開講座

南中学校
４２１・９５７３

午前８時半～午後３時４０分
１～４校時＝授業参観、午後＝マラソン大会

大門中学校
４７４・１７５３

午前８時５０分～午後２時１５分
午前・午後＝授業参観

下里中学校
４７３・７１１５

午前９時５分～午後４時半
午前・午後＝文化発表会

中央中学校
４７３・８８８１

公開時間・内容等学校名
電話番号

午前８時半～午後３時
１～３校時＝一小まつり、４・５校時＝授業参観

第一小学校
４７１・００１４

午前８時半～午後３時
午前＝授業参観、午後＝地域防災訓練

第二小学校
４７１・０１３４

午前８時２５分～午後２時５５分
午前・午後＝授業参観、３・４校時＝道徳授業地
区公開講座

第三小学校
４７１・０１０４

午前８時２０分～午後３時半
午前・午後＝授業参観、４・５校時・放課後＝特
色ある教育活動

第四小学校
４７１・２６２６

午前８時５０分～午後２時２５分
午前・午後＝授業参観

第五小学校
４６１・５８４３

午前８時半～午後３時４５分
午前＝授業参観、５校時＝道徳授業地区公開講座

第六小学校
４７１・５３７０

午前８時３５分～午後２時
午前・午後＝授業参観、５校時＝道徳授業地区公開
講座、午後２時２５分～午後３時半＝講演会

第七小学校
４７１・０１１４

午前８時半～午後４時
午前・午後＝授業参観・作品展、５校時＝情報モ
ラル教室

第八小学校
４７３・５９３７

午前８時５０分～午後２時２５分
午前・午後＝授業参観・展覧会

第九小学校
４７１・７５４８

午前８時２０分～午後４時
午前・午後＝授業参観、５校時＝道徳授業地区公開
講座

第十小学校
４７３・９１９６

午前８時４５分～午後２時２５分
午前・午後＝授業参観、１～３校時＝道徳授業地区
公開講座、４校時＝講演会、５校時＝観劇

小山小学校
４７４・１６９１

午前８時２５分～午後３時１５分
午前・午後＝授業参観

神宝小学校
４７４・４１０８

午前８時４５分～午後４時
１～４校時＝授業参観、５校時＝道徳授業地区公
開講座

南町小学校
４６１・２６６２

午前８時４５分～午後４時
１～４校時＝授業参観、５校時＝道徳授業地区公
開講座

本村小学校
４７４・０４０４

午前８時半～午後２時４０分
午前（午後零時２５分終了）＝学習発表会、５校時
＝通常授業

下里小学校
４７３・７１１７

学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行こここここここここここここここここここここううううううううううううううううううううう学校へ行こう！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
学校一斉公開日
１１月７日（土）

ま
ち
の
将
来
像

●
「
育
（
は
ぐ
く
）
も
う
！　
供
自

然　

つ
な
が
り　

活
力
あ
る
ま

ち
僑
東
久
留
米
」

　

湧
（
ゆ
う
）
水
や
自
然
を
守
り
、

共
生
し
、
人
を
大
切
に
し
て
、
み

ん
な
が
輝
き
、
互
い
に
支
え
合
い

な
が
ら
、
市
の
内
外
を
問
わ
ず
、

す
べ
て
の
人
た
ち
と
手
を
携
え
、

ま
ち
の
活
力
を
生
み
出
し
て
、

「
み
ん
な
で
、
住
み
た
い
ま
ち
、

住
み
続
け
た
い
ま
ち
、
訪
れ
た
い

ま
ち
」
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

①
自
然

　

湧
水
、
川
、
雑
木
林
や
農
地
な

ど
が
生
み
出
す
里
景
色
が
残
り
、

自
然
と
身
近
に
触
れ
合
え
る
こ
と

は
、
市
の
特
長
で
す
。
里
景
色
は
、

住
む
人
、
訪
れ
る
人
に
安
ら
ぎ
を

も
た
ら
し
、
人
々
が
交
流
す
る
土

台
と
な
っ
て
、
東
久
留
米
を
ふ
る

さ
と
だ
と
感
じ
さ
せ
る
貴
重
な
財

産
と
な
っ
て
い
ま
す

東久留米市第４次長期総合計画基本構想中間答東久留米市第４次長期総合計画基本構想中間答申申
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◆企画調整課メールアドレス
kikakuchosei@city.higashikurume.lg.jp


